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平成22年8月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
新
た
な
50
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
結
束
を

第
31
回
通
常
総
会

　

冒
頭
、
木
村
会
長
よ
り
「
厳
し
い
環
境
が
続
い
た

平
成
21
年

度
は
、
大

き
な
節
目

の
年
で
も

あ
り
ま
し

た
。
ま
ず

特
措
法
に

基
づ
い

て
、
全
国

１
５
４
地

　

第
31
回
通
常
総
会
に
続
い
て
、
留
任
・
新
任
合
わ

せ
て
28
名
の
理
事
全
員
の
出
席
に
よ
り
、
第
１
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
、
議
題
①
の
正

副
会
長
（
会
長
１
名
、
副
会
長
５
名
）
と
専
務
理
事

域
で
地
域
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に

東
京
で
は
、
特
定
事
業
計
画
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近

い
提
出
率
、
ま
た
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
は
75
・
８
％
の

参
加
で
、
行
政
か
ら
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
、
新
た
な
50
年
に
向
け

て
さ
ら
に
結
束
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
０
９
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
用
自
動
車
と
し
て
個
人
タ
ク
シ
ー
も
、
さ
ら
に

安
全
・
安
心
・
快
適
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
議
案
審
議
で
は
、
提
出
さ
れ

た
定
款
の
一
部
変
更
を
含
む
６
議
案
す
べ
て
が
賛
成

多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
⑤
で
は
10
名

の
役
員
が
退
任
、
新
任
11
名
を
含
む
30
名
を
選
任
し

ま
し
た
。

開
催
日
時　

７
月
１
日
（
木
）
午
後
０
時
30
分　
　

場
　
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス　

松
の
間

開
催
日
時　

７
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時　
　

場
　
　
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス　

亀
の
間

平
成
22
・
23
年
度
に
向
け
新
た
な
陣
容
で
ス
タ
ー
ト

の
選
任
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
承
認
を
経
て

新
執
行
部
が
右
表
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
の
低
迷
が
続
く
中
、
個
人
タ
ク
シ

ー
は
特
措
法
に
よ
り
新
規
参
入
が
抑
え
ら
れ
る
一
方

で
、
業
界

全
体
の
信

頼
回
復
も

道
半
ば
と

い
う
状
況

に
あ
り
ま

す
。
第
１

回
理
事
会

で
は
、
困
難
な
舵
取
り
を
委

ね
ら
れ
た
理
事
た
ち
が
、
力

を
合
わ
せ
て
こ
の
難
局
に
立

ち
向
か
う
決
意
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

第1回
理事会の
焦点

新たな50年に向けて、力強くあいさつをする
木村会長

【新役員 30 名】

新体制で臨む第1回目の理事会

都内個人タクシーの現況（平成22年7月1日現在）
許可事業者数　17,245名（前月比-62名）     

（特別区、武三16,759名　北多摩190名　南多摩296名）   
傘下事業者数　17,046名（前月比-50名）

（特別区、武三16,562名　北多摩190名　南多摩294名）

議案議題

①
平
成
21
年
度
事
業
報
告

②
平
成
21
年
度
決
算
報
告

③
平
成
22
年
度
事
業
計
画
（
案
）

④
平
成
22
年
度
予
算
（
案
）

⑤
役
員
選
任

⑥
定
款
一
部
変
更
（
案
）

①
正
副
会
長
・
専
務
理
事
選
任

②
委
員
会
委
員
選
任

③
対
外
役
員
等
推
薦

④
関
東
支
部
役
員
推
薦

⑤
関
東
支
部
常
設
委
員
推
薦

⑥
全
個
協
会
員
の
議
決
権
行
使
代
行
者
選
任

役職 氏名 団体
会長 木村忠義 江一
副会長 横山　勇 板橋
副会長 相澤　豊 中野
副会長 城　　忍 旅客
副会長 三村博俊 豊島
副会長 中島　通 城北
専務理事 前田昭吉 都個協
理事 秋田　隆 世三
理事 小番　勇 板一
理事 小嶋眞吉 大二
理事 奥山　洋 渋谷
理事 山下　實 北
理事 柳沢義治 目二
理事 官﨑光宏 練馬
理事 楠　光男 目一
理事 里神　淳 墨東
理事 小川敏治 北多摩
理事 佐藤康雄 新中野
理事 伊藤博敏 亀戸
理事 臼井　晃 東部
理事 加藤武志 事業団
理事 三浦孝司 交友
理事 丸山光明 第一事
理事 小竹清司 西北
理事 川井文雄 四○
理事 早坂　忠 石神井
理事 下平敦史 東日本
理事 佐藤敏夫 全個人
監事 溝口秋則 双和
監事 田崎文雄 員外
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特
定
事
業
計
画
を
実
行
に
移
す
段
階

㈳
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
会
長  

木
村
忠
義

　

特
措
法
の
中
で
個

人
タ
ク
シ
ー
は
新
規
参

入
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
厳

し
い
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
の
法
人
業
界
は
、
適
正
台
数

実
現
の
た
め
に
６
０
０
０
台
以
上
も
の
減
・
休

車
を
目
指
し
て
お
ら
れ
、
身
を
切
る
よ
う
な
法

人
業
界
の
努
力
に
、
ま
ず
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
私
た
ち
は
法
人
の
皆
さ
ま
の
努
力
に
応

え
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業

者
が
特
定
事
業
計
画
の
認
定
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
年
度
は
、
こ
の
特
定
事
業
計
画
の
実
行

が
問
わ
れ
る
段
階
に
入
り
ま
す
。
協
会
単
位
・

組
合
単
位
の
事
業
計
画
に
、
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。
法
人
・
個
人
は
、
い
わ
ば

補
完
し
合
う
関
係
で
す
。
一
体
と
な
っ
て
適
正

第
31
回
通
常
総
会
に
寄
せ
て

新
し
い
時
代
を
迎
え
て
力
強
い
ス
タ
ー
ト
を

第
31
回
通
常
総
会
終
了
後
、
白
樺
・
鶴
の
間
に
お
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
措
法
の
施
行
を
は

じ
め
、
大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
た
タ
ク
シ
ー
業
界
。
新
た
な
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
22
年
度
に
あ

た
っ
て
、
木
村
会
長
を
は
じ
め
、
出
席
さ
れ
た
来
賓
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

化
・
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
お
互
い
の

明
る
い
未
来
が
約
束
さ
れ
る
、
そ
う
信
じ
て
い

ま
す
。

日
本
経
済
を
引
っ
張
る
心
意
気
で

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
次
長　

長
谷
部
正
道 

氏

　

皆
さ
ま
に
は
、
全

国
に
さ
き
が
け
て
協

議
会
を
設
置
、
ほ
ぼ

全
事
業
者
が
「
タ
ク

シ
ー
適
正
化
・
活
性
化
の
た
め
の
特
定
事
業
計

画
」
を
作
成
さ
れ
、
認
定
申
請
の
運
び
に
な
り

ま
し
た
。
積
極
的
な
ご
対
応
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
関
東
運
輸
局
は
、
東
京
タ
ク
シ
ー

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
新
橋
、
丸
の
内
・
新
宿

に
続
き
、
昨
年
11
月
に
は
銀
座
に
優
良
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
マ
ス

タ
ー
ズ
制
度
の
定
着
・
充
実
で
、
優
良
乗
り
場

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

長
く
低
迷
し
た
景
気
も
、よ
う
や
く
回
復
の
兆

し
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
も
木
村
会

長
を
先
頭
に
一
致
団
結
し
、日
本
経
済
を
引
っ
張

っ
て
行
く
ん
だ
と
い
う
心
意
気
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
私
ど
も
も
、あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段

を
駆
使
し
て
ご
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

安
全
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

警
視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
長　檜

垣
重
臣 

氏

　

日
頃
か
ら
交
通
安

全
を
は
じ
め
警
察
行

政
に
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨
年
は
官
民
一
体

の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
交
通
事
故
死
者
数

が
戦
後
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ

以
下
を
目
指
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
ン
ダ
ー

２
０
５
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
各
種
対
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
今
年
上
半
期
、
都
内
の
交
通
事
故
死
者

数
は
１
０
４
人
と
、
前
年
よ
り
20
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
交
差
点
や
そ
の
付
近
に
お

い
て
歩
行
者
・
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
に
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
会
合
が
横

浜
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
都
内
で
も
大
規
模
な
交

通
規
制
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

業
界
の
適
正
化
・
活
性
化
を
目
指
す

㈳
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
会
長　

富
田
昌
孝 

氏

　

東
京
の
タ
ク
シ
ー

は
世
界
一
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
法
人
と
個
人

が
切
磋
琢
磨
し
、
ま
た
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
個
人
さ
ん
が
頑
張
れ
ば
法

人
も
頑
張
る
、
そ
う
や
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
な
お
一
層
高
い
評
価
を
世
界
か
ら
得
ら

れ
る
は
ず
。
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

大
い
に
期
待
す
る
次
第
で
す
。

　

現
在
の
最
大
の
課
題
は
適
正
化
と
活
性
化
で

す
。
特
に
活
性
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
対

す
る
、
一
人
ひ
と
り
の
地
道
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
一
人
の
力
は
弱
く
、
社

会
に
認
め
て
い
た
だ
く
に
は
業
界
全
体
が
足
並

み
を
揃
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、
東
京
の
法
人
と
個
人

は
団
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
日

本
の
タ
ク
シ
ー
の
未
来
の
た
め
に
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
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氏
名	

所
属
団
体	

享
年  	

病
名

大
塚
真
三
郎
さ
ん	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
）	

75
歳	

食
道
癌

野
上
義
明
さ
ん	

（
東
個
協
・
豊
島
）	

62
歳	

膀
胱
癌

根
岸
　
實
さ
ん	

（
都
営
協
・
足
立
）	

75
歳	

脳
出
血

峯
尾
吉
弘
さ
ん	

（
都
営
協
・
石
神
井
）	

70
歳	

脳
症

齋
藤
隆
雄
さ
ん	

（
都
営
協
・
千
住
）	

59
歳	

肺
癌

佐
藤
忠
靭
さ
ん	

（
都
営
協
・
東
京
北
）	

68
歳	

胆
嚢
癌

植
田
　
須
さ
ん	

（
都
営
協
・
新
興
）	

68
歳	

蜘
蛛
膜
下
出
血

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
訃
報
　　
＊
６
月

公
共
交
通
と
い
う
認
識
を
持
ち
、

明
る
い
展
望
が
開
け
る
よ
う
に

第2回
理事会の
焦点

木
村
会
長
あ
い
さ
つ

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
の
構
造
改
善
計
画

　

全
個
協
で
は「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
構
造
改
善
計

画
」を
新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、高

度
化
事
業
、適
正
化
事
業
と
い
う
二
本
立
て
の
構
造

改
善
計
画
を
提
案
し
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
傘

下
団
体
で
あ
る
東
京
社
団
も
こ
れ
ら
に
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
度
化
事
業
で
は
、「
選
ば
れ
る
個
人
タ
ク
シ
ー

へ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て「
新
サ
ー
ビ
ス
向

上
推
進
５
カ
年
計
画
」を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、事
業

用
自
動
車
の
総
合
安
全
プ
ラ
ン
に
対
し
、全
個
協
の

安
全
運
行
指

導
員
制
度
を

活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

適
正
化
事

業
に
つ
い
て

は
、
業
界
も
人

数
が
減
る
状
況

に
あ
り
、
経
営

規
模
の
適
正

化
・
合
理
化
を

し
て
い
き
、
事

業
者
の
負
担
軽

７
月
20
日
（
火
）、
協
会
会
議
室
に
て
第
２
回
理
事
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
27
名
の
理
事
が
出
席
。

木
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
13
件
の
報
告
事
項
、
そ
し
て
２
件
の
議
題
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

減
を
図
り
ま
す
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
、広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

接
客
講
習
の
義
務
化
な
ど
、個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
と
し

て
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、さ
ら
な
る
利
用
者
レ
ベ
ル

の
向
上
、安
定
し
た
制
度
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

特
定
事
業
計
画
の
認
定
申
請

　

７
月
15
日（
木
）に
特
定
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
た

と
い
う
通
知
が
入
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
ほ
ぼ
１
０
０
％
に
近
い
提
出
率
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
実
際
に
約
束
し
た
こ
と
を
実
施
し
て
い

く
段
階
。
そ
の
中
で
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
励
行
、そ
し
て
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
参
加
率
も
さ

ら
に
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、協
会
単
位
、協

同
組
合
単
位
で
や
る
事
業
計
画
を
確
実
に
実
施
し
て

い
き
、社
会
に
わ
か
る
よ
う
な
形
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

最
近
の
情
報

　

10
月
か
ら
羽
田
空
港
の
国
際
化
が
始
ま
り
ま
す

が
、外
国
人
が
数
多
く
東
京
に
来
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

に
向
け
て「
外
国
語
指
差
し
シ
ー
ト
」を
利
用
し
、業

界
と
し
て
受
け
入
れ
態
勢
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
羽

田
に
入
ら
な
い
方
も
、銀
座
や
六
本
木
な
ど
都
内
に

短
距
離
客
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ン

フ
レ
ー
ズ
大
募
集

入
選
作
品
に
は
賞
品
贈
呈
！

　

個
人
タ
ク
シ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
下
、特

定
事
業
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
近
距
離
・
短
距
離
の

お
客
様
も
分
け
隔
て
な
く
歓
迎
し
て
ご
利
用
い
た
だ

く
Ｐ
Ｒ
」と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
全
車
両
が
貼
付
し
、

「
乗
っ
て
安
心
個
人
タ
ク
シ
ー
」の
実
践
に
よ
り
利
用

者
か
ら
の
信
頼
回
復
を
果
た
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
の

生
き
残
り
を
図
り
ま
す
。

○
ス
テ
ッ
カ
ー
に
印
字
す
る「
フ
レ
ー
ズ
」を
10
文
字

以
内
で
考
え
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
デ
ザ
イ
ン

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
緒
に
！
）

○
最
優
秀
作
品
を
使
用
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し

ま
す
。

○
最
優
秀
作
品
１
名
に
賞
品
１
０
０
０
０
円
の
商
品

券
贈
呈

○
入
選
作
品
４
名
に
賞
品
３
０
０
０
円
の
商
品
券
贈

呈

　

応
募
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、事

務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

外
国
の
方
が
い
る
限
り
必
要
な
物
で
す
。
シ
ー
ト
導

入
に
ご
協
力
を
。
定
額
運
賃
制
度
に
つ
い
て
も
、近
々

申
請
が
出
せ
る
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
都
個
協
の
進
む
べ
き
道

◦
社
会
貢
献
策
…
…
環
境
、福
祉
、観
光
に
配
慮
し
て

い
き
ま
す
。

◦
安
全
対
策
…
…
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
不
適
正
な
事
業
運
営
や
事
業
姿
勢
…
…
銀
座
周
辺

の
不
適
正
な
客
待
ち
駐
停
車
、乗
車
拒
否
な
ど
、依
然

と
し
て
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
羽
田
空
港
の
待
機

所
に
あ
る
ゴ
ミ
箱
の
中
に
、お
酒
の
空
き
缶
、空
き
瓶

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、自
宅
の
家
庭
ゴ
ミ
を
捨

て
て
い
る
方
も
い
る
。
も
し
本
当
に
個
人
タ
ク
シ
ー

が
や
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、公
共
交
通
と
い
う
概
念
が

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
事
態
。
ま
た
、区
内
で
は
路
上
、公

共
施
設
で
は
喫
煙
が
禁
止
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、路
上
で
平
気
で
吸
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
車
内

で
吸
っ
て
は
い
け
な
い
の
は
当
然
、降
り
て
吸
っ
て
い

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
も
非
常
に
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
諸
問
題
を
抱
え
た
中
で
す
が
、公
共
交

通
と
い
う
認
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
積
極
的
に
動

き
、
意
識
改
革
を

し
っ
か
り
と
進
め

て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
業
界
に

明
る
い
展
望
が
開

け
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

処分日時 処分内容 違反条項 違反概要 点数

６月15日 車両停止
（40日車）

特別措置
法第43条
第２項

乗禁地区
営業

４点

６月29日 車両停止
（40日車）

特別措置
法第43条
第２項

乗禁地区
営業

４点

■行政処分状況 平成22年６月分

議題

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
に
関
す
る
件

②
短
距
離
客
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
仮
称
）
に
つ
い
て

「公共交通として恥ずかしくない行動を」と木村会長
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平成23年6月1日更新者の事業者研修会日程表　【九段会館にて】
開催日 団　体　名

足立第一支部（46名） 足立第二支部（75名） 荒川支部（46名） 板橋第一支部（73名） 江戸川第一支部（43名）

大田第一支部（48名） 大田第二支部（9名） 葛飾第一支部（54名） 葛飾第二支部（72名） 北支部（63名）

北第二支部（34名） 豊島支部（54名） 城南支部（43名） 朋友支部（27名） 千住協組（17名）

東京新足立協組（7名） 東陽支部（27名） 四〇支部（23名） 第一事業団協組（90名） 東京相互協会（20名）

東優協会（6名） 東日本協組（14名） 南多摩協会（1名）

品川第一支部（23名） 品川第二支部（27名） 品川第三支部（15名） 渋谷支部（36名） 新宿支部（47名）

杉並支部（62名） 世田谷第一支部（45名） 世田谷第二支部（19名） 世田谷第三支部（33名） 台東支部（9名）

都心支部（14名） 中野支部（29名） 練馬支部（92名） 野方支部（24名） 練馬第二支部（29名）

南多摩支部（16名） 北多摩支部（13名） 双和支部（17名） 亀戸支部（19名） 東部協組（34名）

東京北支部（18名） 葛飾支部（15名） さくら協組（20名） 事業団支部（113名） 新東京協組（22名）

東京都民主協組（13名） 新興協組（13名） 江戸川協組（54名） 全個人協議会（24名）

文京第一支部（24名） 文京第二支部（26名） 武三支部（39名） 目黒第一支部（15名） 目黒第二支部（18名）

墨東支部（62名） 杉並第二支部（38名） 墨田支部（53名） 新東京支部（80名） 足立支部（52名）

城北支部（69名） 交友支部（18名） 新中野支部（35名） 江東支部（17名） 石神井支部（36名）

東支部（43名） 友和支部（40名） 小岩支部（31名） 第一多摩協組（1名） 町田協会（3名）

板橋支部（64名） 都民同盟支部（15名） 東京西北支部（13名） 自交総連支部（12名） 豊玉支部（16名）

全東京協組（23名） 東京旅客協会（35名） 新運転協会（9名）

９
月
15
日
㈬

10
月
６
日
㈬

12
月
13
日
㈪

計892名

計895名

計887名

合計2,674名

平成22年度委員会委員紹介
委員会 委員名（団体）

総　　務
秋田　隆（世　三） 官﨑光宏（練　馬） 藤原吉辰（武　三）
川井文雄（四　○） 溝口秋則（双　和） 塚田勝年（東京北）

教育広報
奥山　洋（渋　谷） 里神　淳（墨　東） 山口　進（品　三）
三浦孝司（交　友） 柿崎芳正（東　陽） 笠間健兒（江戸川）

共　　済
山下　實（　北　） 楠　光男（目　一） 佐藤敏夫（全個人）
加藤武志（事業団） 今井正一（江　東） 下平敦史（多　摩）

経営資材
小番　勇（板　一） 小川敏治（北多摩） 榊原勇治（都　心）
臼井　晃（東　部） 丸山光明（第一事） 早坂　忠（石神井）

安全対策
小嶋眞吉（大　二） 大山　進（足　一） 横関勝利（品　二）
小竹清司（西　北） 太田河内（城　北） 小関俊秀（足　立）

財　　務
柳沢義治（目　二） 森　義一（世　三） 橋本紀雄（　北　）
伊藤博敏（亀　戸） 加藤久夫（新東京） 星野三男（事業団）

（敬称略）

委員会委員

対外役員等

特別委員会委員

街頭指導班体制

特別委員会 委員名（団体）

街頭営業適正化

相澤　豊（中　野） 濱田信一（江　一）

横田輝夫（板　一） 櫻井敬寛（渋　谷）

佐藤康雄（新中野） 小竹清司（西　北）

柿崎芳正（東　陽） 江連　誠（城　北）
（敬称略）

委員会等 委員等（団体）
㈶東京タクシーセンター理事 　木村忠義（江一）
　〃　評議員 　横山　勇（板橋）
　〃　登録諮問委員会 　三村博俊（豊島）　　　　城　　忍（旅客）　　
　〃　適正化事業
　　　諮問委員会 　相澤　豊（中野）　　　　佐藤康雄（新中野）

　〃　街頭指導会議
　　　（同小委員会）

●相澤　豊（中野）　　　●佐藤康雄（新中野）
　秋田　隆（世三）　　　●前田昭吉（都個協）

　〃　ランク評価委員会
　　　（同小委員会） 　三村博俊（豊島）

　〃　適正化事業具体的
　　　方策検討委員会 　相澤　豊（中野）　　　　前田昭吉（都個協）

　〃　タクシー乗り場管理
　　　運営委員会
　　　（同小委員会）

　相澤　豊（中野）　　　●伊藤博敏（亀戸）
●前田昭吉（都個協）

　〃　登録ネットワーク
　　　システム検討委員会 　前田昭吉（都個協）　　　中台孝夫（都個協）

JR駅構内
営業運営委員会

●三村博俊（豊島）　　　●加藤武志（事業団）
●小番　勇（板一）　　　●三浦孝司（交友）
　小嶋眞吉（大二）　　　　丸山光明（第一事）
　　　　　　　　　 監事：小竹清司（西北）

東京タクシー防犯協力会 副会長：木村忠義（江一） 理事：川井文雄（四〇）
監事：佐藤敏夫（全個人）　幹事：松浦秀人（都個協）

東京タクシー協議会委員 早坂　忠（石神井）　　　　前田昭吉（都個協）
●＝小委員会委員を兼ねる （敬称略）

指導班 推進指導員（団体）

第１指導班
○関　利幸（文　二）　　　近藤正志（事業団）
　栗原　裕（友　和）　　　軽部　仁（全個人）

第２指導班
○丸山光明（第一事）　　　横尾幸司（小　岩）
　三瓶清二（練　馬）　　　伊藤政春（文　一）

第３指導班
○安達雅夫（杉　二）　　　田代嘉彦（武　三）
　小松和正（江戸川）　　　伊東照晃（全東京）

第４指導班
○齋藤文雄（事業団）　　　宮田　茂（葛　飾）
　宇田川　彰（目　一）　　丸山重東（目　二）

第５指導班
○志摩和彦（豊　島）　　　原田基義（墨　東）
　小関俊秀（足　立）　　　若山吉美（四　○）

第６指導班
○上原正明（旅　客）　　　髙星　寿（千　住）
　金田香二（野　方）　　　嶋津兼允（練　二）

第７指導班
○冨永治利（城　南）　　　脇坂治久（墨　田）
　高松快治（第一事）　　　豊永　実（相　互）

第８指導班
○横田憲二（民　主）　　井形健一（東）　
　石原勝利（新東京）　　大房正芳（足　一）

第９指導班
○小井出文夫（足　二）　矢澤滋敏（荒　川）
　小倉光男（さくら）　　新野忠広（東京北）

第 10指導班
○野田末男（朋　友）　　山下和規（新中野）
　米山理一（板　一）　　谷口慶敬（江　一）

○＝班長 （敬称略）




